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【目的】代謝型グルタミン酸受容体(mGluRs)は、脳内におけるグルタミン酸作
動性の神経伝達において重要な役割を果たしている。なかでも、グループ I に属
する mGluR1 は、様々な中枢神経疾患において重要な病理診断マーカーとして期待
されている。そこで、本研究では mGluR1 に特異的な新規 PET プローブの開発を目
的とした。 
【方法】[18F]FITM は、ニトロ前駆体と K18F を Kryptofix222 の存在下で合成し

た。 
mGluR1 との特異性を確かめるために、ラット脳切片を用い、in vitro オートラ

ジオグラフィー（ARG）を行った。JNJ16259685 を mGluR1 選択的阻害剤として、MPEP
を mGluR5 選択的阻害剤として、それぞれ使用し、mGluR1 に対する選択性を確認し
た。また、in vivo における[18F]FITM 脳内分布を小動物 PET により確認した。 
【結果及び考察】in vitro ARG の結果、[18F]FITM は小脳、海馬、視床、線条体

の順に高集積が確認され、JNJ16259685 の存在下で、それらの集積は消失した。ま
た、MPEP 存在下では、コントロールと同様な集積が見られた。PET 実験において
も、ARG の結果と同様に、ラット脳で小脳、視床、海馬、線条体において高集積が
確認され、JNJ16259685 と cold 体の投与でその集積は消失し、MPEP の投与では、
集積は消失しなかった。これらの結果から、[18F]FITM は in vitro 及び in vivo
において mGluR1 に選択的な結合を有する PET プローブであることが示された。 
 


